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【主な研究成果】
長周期積層構造(Long period stacking ordered structure, LPSO)型マグネシウム合金のキンク強化の機構を明らかにすることを目的として，Mg85Zn6Y9合金の一方向凝固(Directionally solidified, DS)材に高密度にキンクを導入した試料を作製し，ひずみ速度急変圧縮試験を行い，塑性変形挙動を調査した．Mg85Zn6Y9合金のDS 材を供試材とし，凝固方向と平行な方向(0°方位)を圧縮軸とした圧縮試験を行った．真塑性ひずみ18.2%で試験を停止し，750 K, 24 h の焼鈍を行うことにより圧縮試験で導入されたひずみや残留応力を取り除いた．焼鈍後の試験片からキンクの体積率が100%となる領域より，凝固方向に対して45°の方向を長手方向(45°方位)とする角柱試験片を切り出し，二段目の圧縮試験をひずみ速度急変試験にて実施した．その結果，キンク強化により降伏応力は168 MPaまで上昇した．また，ひずみ速度感受性指数mは降伏直後から0に近く，塑性ひずみの増加に伴いm値は減少し，マイナスへと到達した．これは室温において塑性変形初期からPLC(Portevin–Le Chatelier)効果が発現していることを示し，キンク界面に濃化した溶質原子と転位との相互作用を示唆している．
【今後の展望】
　今後は二段目の圧縮試験後の試験片の走査型電子顕微鏡での組織観察および後方電子散乱回折測定を実施し，粒界と同様のキンク界面導入による微細化強化の効果を定量化する．これと併せて，キンク界面に濃化した溶質原子と転位との相互作用による効果の定量化も行い，それぞれの効果のキンク強化への影響を明らかにする．
【具体的な成果】
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